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もしも、地震を起きて、ガスが止まったら？洪水で電気が止まったら？ 

そんなときのために、園では食材の備蓄をし、緊急事態でも対応できるように考えています。 

子どもたちに安全で安心した状況で給食を食べてほしい。 

子どもたちにできるだけお腹を満たしてもらいたい。という思いから、 

今回、備蓄しているアルファ化米、マカロニなどの乾物や玉ねぎ、じゃがいも、人参などの 

備蓄できる野菜を使用した“防災メニュー”を給食として提供しました。 

当日は子どもたちにはアルファ化米とはどんなものかな？と、実際に見てみたり、 

水が止まったときは洗えないから、紙で汚れたお皿を拭いてみよう！と、声をかけ、 

子どもたちに手伝ってもらいました。さて、お味はいかがでしたか？ 

ツナカレー 

マカロニサラダ 

みかん 

もしものとき

のために・・・ 

お湯を入れ、

密閉して、 

15分後・・・ 

炊き立てごはんのおいしさを 

そのままに急速乾燥したもの。 

お子さんの成長を確認しましょう！ 

母子健康手帳に載っている「身体発育曲線（成長曲線）」はご存じですか？ 

縦軸に身長と体重、横軸に年齢（月齢）をとったグラフです。 

記録することで子どもの成長の様子を視覚的に確認することができます。 

 

京都市の栄養士さんにも指摘がありました。食べる量には個人差があります。

“園では残さず食べるが、お家では食べない”‟朝食が抜けがち”“好き嫌いする”など、

1日のトータル量として摂取できているか、今一度見直しましょう。 

 

家族や友達と一緒に会話をしながら食事をとることは、楽しく食べる経験となり、 

好きなものを増やすことに繋がります。楽しい食事環境を作ることが大切です。 

《　1日の食品目安量　》※必要な栄養量は個々の子どもの活動量によって違います。

穀類 いも類
牛乳・
乳製品

卵 肉類 魚類
大豆・
豆製品

野菜類 果物

切り身 豆腐 バナナ

大3/2 1/10 1本

ごはん 切り身 豆腐

100ｇ 大1/3  1/6

バナナ
1本と
1/2

80～
100ｇ

幼児
じゃが芋

2/3

牛乳
250ｍ
ｌ

中1個
ひき肉
大さじ2

100～
130ｇ

乳児
ごはん
80ｇ

じゃが芋
1/2

牛乳
250ｍ
ｌ

小1個
ひき肉
大さじ1

冬野菜を生のサラダなどで食べてしまうと、水分が多いため、

逆に体を冷やしてしまいます。 

煮物やお鍋、汁物など、加熱調理をすることでしっかり体を 

温めてくれます。プラスしょうがを入れることでより効果大！ 


